
市政ニュース

▲鉄道などの公共交通機関を守るため
には「将来の自分を、今の自分が支
えている」という意識を持ち、地域住
民一丸となった利用促進が求められ
る

市政
ニュース

支
え
あ
う
地
域
の
し
く
み
を
考
え
る

意
見
交
換
会
を
開
催

公
共
交
通
機
関
を
守
る
た
め

市
役
所
で
新
た
な
取
組
み
を
実
施

　
市
で
は
、
6
月
か
ら
職
員
の
市
内
移
動
お
よ
び
但

馬
管
内
等
の
出
張
で
公
共
交
通
機
関
を
積
極
的
に
利

用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
J
R
西
日
本
が
線
区
ご

と
の
収
支
経
営
状
況
を
発
表
し
た
こ
と
を
受
け
、
公

共
交
通
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
市
職
員
が
ま
ず
、

行
動
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
新
た
に
始
め
た
取

組
み
で
す
。

　

具
体
的
に
は「
本
庁
、
振
興
局
、
施
設
間
等
の
市

内
移
動
は
、
鉄
道
・
バ
ス
を
利
用
す
る
」「
但
馬
管
内

等
へ
の
出
張
は
、
公
用
車
で
の
出
張
が
可
能
な
場
合

で
も
鉄
道
・
バ
ス
を
利
用
す
る
」と
い
う
内
容
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
地
域
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
公
共
交
通
機
関
を
守
る
た
め
、
通
勤
・

通
学
・
買
い
物
・
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
鉄
道
・
バ
ス
を

積
極
的
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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【
７
月
】

１
日

・
０
〜
３
歳
児
の
外
来
一

部
負
担
金
の
無
料
化
を

開
始

３
日

・
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種
４

回
目
を
開
始（
60
歳
以

上
・
基
礎
疾
患
者
）

・
支
え
あ
う
地
域
の
し
く

み
を
考
え
る
意
見
交
換

会
10
日       

・
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
開
票

【
６
月
】

９
日

・ 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
募

金
を
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協

会
へ
送
金

20
日

・
関
西
電
力
送
配
電
㈱
と

災
害
時
に
お
け
る
道
路

警
戒
や
電
気
設
備
等
の

復
旧
に
係
る
相
互
連

携
・
協
力
に
関
す
る
協

定
締
結（
但
馬
３
市
２

町
）

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

▲オンラインによる意見交換
会の様子（但東会場）

　

７
月
３
日
、
市
内
５
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ

な
ぎ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
関
係
者
な
ど
約

１
０
０
人
が
参
加
し
て「
支
え
あ
う
地
域
の
し
く
み

を
考
え
る
意
見
交
換
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
後
、

区
・
町
内
会
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
の
役
割

分
担
や
連
携
を
テ
ー
マ
に
事
例
紹
介
や
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
意
見
交
換
に
は
市
長
も
参
加
し
、

区
・
町
内
会
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
サ
ポ
ー

ト
す
る
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
島
根
大
学
教
授
の
作さ

く

野の

広ひ
ろ

和か
ず

さ
ん
か
ら

「
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
も
踏
ま
え
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
区
・
町
内
会
間
の
情
報
整
理
、
具
体
的
な

問
題
解
決
の
実
施
、
地
域
の
縮
小
に
対
し
て
、
知
恵

や
工
夫
で
補
え
る
こ
と
と
見
直
し
て
い
く
こ
と
の
整

理
が
必
要
」と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
、
市
長
も
参
加
し
な
が
ら
、
各
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
順
次
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

《
問
合
せ
》
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
課
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▲コ—ガンさんは、現在、アメリカの大
学院に在籍中。６月からインターンシ
ップで来日中でその合間に来市された

多
様
な
人
々
の
活
躍
を
目
指
し
て

第
１
回
多
文
化
共
生
推
進
会
議
を
開
催

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
募
金
の
お
礼
に

元
国
際
交
流
員
の
コ
ー
ガ
ン
さ
ん
が
来
庁

　

６
月
28
日
、
豊
岡
稽
古
堂
で「
第
１
回
豊
岡
市
多

文
化
共
生
推
進
会
議
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
９
月
に
策
定
し
た「
豊
岡
市
多
文
化

共
生
推
進
プ
ラ
ン
」を
推
進
す
る
た
め
に
新
た
に
設

置
し
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の（
一
財
）ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
研
究
所　
田
村
太
郎
さ
ん
に
よ
る
講
演
が
あ
り

「
多
様
化
す
る
外
国
人
市
民
の
現
状
を
知
り
、
地
域

の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
地
域
が
活
性
化
す
る
」な
ど

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
意
見
交
換
で
は
、
外
国

人
市
民
が
相
談
先
の
確
保
や
学
校
園
と
の
意
思
疎
通
、

生
活
・
文
化
の
違
い
に
困
っ
て
い
る
現
状
な
ど
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
多
様
な
人
々
の
言
語
、
文
化
等
の
違
い

を
認
め
理
解
し
て
い
く
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
支
援
や
意
識
啓
発
の
た
め
の
研
修
会
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
今
年
度
実
施
す
る
予
定
で
す
。

《
問
合
せ
》
生
涯
学
習
課
☎
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今
年
3
月
か
ら
、
市
役
所
本
庁
や
振
興
局
、
市

立
の
施
設
な
ど
、
30
カ
所
に
募
金
箱
を
設
置
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
支
援
の
呼
び
掛
け
を
し

て
い
た「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
募
金
」は
、
5
月
末
で

2
6
5
万
7
1
6
3
円
が
集
ま
り
、
6
月
9
日
に
日

本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
に
送
金
し
ま
し
た
。

　
6
月
22
日
、
昨
年
8
月
ま
で
市
の
大
交
流
課
で
国

際
交
流
員（
C
I
R
）と
し
て
勤
務
し
て
い
た
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
出
身
の
ジ
ュ
リ
ア
ナ
・
コ
ー
ガ
ン
さ
ん
が
、

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
、
市
役
所
を
訪
問
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ー
ガ
ン
さ
ん
は「
本
当
に
豊
岡
市
民

の
皆
さ
ん
に
感
謝
で
す
」と
お
礼
を
述
べ
ら
れ
る
と

と
も
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
状
や
避
難
し
た
方
の
状

況
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
大
交
流
課
☎
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▲推進会議は外国人市民、
外国人支援団体、地域、
教育機関、企業の代表
者など14人で構成

※外国人市民とは、外国
籍を有する人、あるい
は、日本国籍で外国に
ルーツをもつ人で、本
市に生活拠点を有する
人

ＣＯ2削減と公共交通を守るため
月２回のノーマイカーデーは

バスや電車、徒歩、自転車で外出しましょう

▼詳細はこちら
当日は、500円でバス乗り放題

「ノーマイカーデーフリーチケット」は、当日
路線バス・コバスの車内で購入できます。
《問合せ》都市整備課☎23-1712

利用可能なバス
全但バス▶

・特急バスは除く
・市内を運行する
路線バスに限る（　　　　　）

▼イナカー

◀コバス

◀チクタク

9　 広報とよおか 2022年8月号
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